
の
事
業
執
行
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
課
題

が
残
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
事
業
に
陰
り

令
和
４
年
度
予
算
審
査
の
際
、
大
規

模
店
舗
等
で
の
消
費
に
つ
な
が
る
返
礼

品
を
安
易
に
選
択
す
れ
ば
地
場
産
業
や

地
元
商
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ

っ
た
た
め
、
所
管
と
な
っ
て
い
る
企
画

政
策
課
に
加
え
商
工
観
光
課
な
ど
と
の

情
報
共
有
並
び
に
連
携
を
強
化
す
る
べ

き
と
指
摘
し
、
返
礼
品
に
つ
い
て
は
特

に
地
場
産
業
や
地
域
商
業
の
振
興
に
資

す
る
も
の
で
構
成
す
る
こ
と
を
附
帯
決

議
と
し
て
強
く
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
決
算
審
査
で
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
は
、
本
市
へ
の
寄
附
で
は
コ

ス
ト
コ
座
間
倉
庫
店
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ー

メ
ン
バ
ー
ク
ー
ポ
ン
１
万
７
千
円
と
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
ク
ー
ポ
ン
３

万
３
千
円
が
返
礼
品
の
８
割
を
占
め
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
結
果
は
地
場
産

業
、
地
元
商
業
を
活
性
化
す
る
と
訴
え

、
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
市
長
の
姿
勢
と
矛

盾
し
、
附
帯
決
議
で
指
摘
し
た
内
容
が

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
証
左
と
も
言
え
ま

す
。さ

ら
に
、
総
務
省
は
、
10
月
1
日

か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
制
度
を
大

幅
に
改
正
し
ま
し
た
。
今
回
の
制
度
改

正
で
は
、
地
場
産
品
基
準
が
厳
格
化
さ

れ
、
さ
ら
に
返
礼
事
業
に
係
る
募
集
経

費
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
果
的
に
本
市
が
活
用
す
る
２
つ
の

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
で
は
、
10
月

1
日
か
ら
コ
ス
ト
コ
座
間
倉
庫
店
の

ク
ー
ポ
ン
券
が
選
択
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

市
長
は
同
事
業
の
在
り
方
を
い
ま
一

度
見
つ
め
直
し
、
地
場
産
業
、
地

自民党・いさまだより
■発行者
立野台３－１５－１
座間市議会
自民党・いさま議員団
団長 京免 康彦

ＮＯ．２９

令
和
４
年
度
決
算
の
評
価
と
課
題

自民党いさまの
広報誌はHPでも

ご覧いただけます

開会・総括質疑： １１月２１日（木） 
一般質問： １１月２９日（水）

 ３０日（木）
        １２月１日（金）

討論・採決・閉会 １２月２０日（水） 

各常任委員会の開催日

予算決算：１１月２１日（火）
１２月１２日（火）

企画総務：１２月５日（火
）民生教育：１２月６日（水）

都市環境：１２月７日（木）

区分 令和４年度 令和３年度 増減額

一般会計

歳入 511億7889万円 516億5468万円 ▲4億7579万円

歳出 486億8998万円 492億1242万円 ▲5億2244万円

翌年度繰越財源 3億3902万円 1億9938万円 1億3964万円

実質収支額 21億4988万円 22億4289万円 ▲9301万円

実質単年度収支額 ▲11億3537万円 21億7040万円 ▲33億0577万円

令
和
４
年
度
座
間
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
前
年
度
か

ら
続
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
加
え
、
市
民
や
市
内
事
業
者
に

対
す
る
緊
急
支
援
対
策
を
実
施
し
、
公

的
支
出
に
よ
る
下
支
え
を
図
り
つ
つ
、
消

費
や
設
備
投
資
と
い
っ
た
民
需
の
回
復

を
後
押
し
し
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
各
位
の
献
身
的
な
取
組
に
よ
り
、

着
実
な
行
政
運
営
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

評
価
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算

に
対
す
る
附
帯
決
議
を
当
会
派
自
民
党

・い
さ
ま
か
ら
提
出
し
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

自
民
党
・い
さ
ま
が
指
摘
を
し
た
点
を

振
り
返
る
と
改
め
て
当
該
決
算
年
度
内

域
商
業
振
興
と
い
う
原
点
に
立
ち
返

り
、
事
業
目
標
の
達
成
に
向
け
真
摯
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

座
間
南
林
間
線
改
良
事
業
推
進
に
追
い
風

座
間
南
林
間
線
の
費
用
対
効
果
検
討
等

業
務
委
託
が
行
わ
れ
、
国
土
交
通
省
の
費

用
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
当
該
道
路

の
費
用
便
益
の
分
析
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
分
析
で
は
、
小
田
急
小
田
原
線
と
立

体
交
差
を
し
、
全
線
を
供
用
開
始
し
た
場

合
、
お
よ
そ
２
０
０
億
円
の
経
済
効
果
が

あ
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、

都
市
部
長
か
ら
は
、
お
お
よ
そ
の
総
事
業

費
が
約
80
億
円
と
提
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

２
０
０
億
円
の
経
済
効
果
か
ら
比
べ
る
と

決
し
て
高
い
事
業
費
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。当

初
予
算
時
に
は
、
附
帯
決
議
に
お

い
て
着
実
な
事
業
実
施
に
向
け
て
鋭
意

努
力
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
着
実

に
事
業
が
進
ん
で
お
り
、
一
日
も
早
い

全
線
開
通
を
目
指
し
て
一
層
の
努
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

東
中
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
設

計
委
託
事
業

国
は
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
要
配
慮

児
童
・
生
徒
等
が
在
籍
す
る
全
て
の
学

校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
内
で
は
階
段
昇
降
機
の

事
故
が
複
数
回
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、

県
内
他
自
治
体
と
の
比
較
で
遅
れ
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

国
の
令
和
４
年
度
補
正
予
算
を
活
用

し
、
当
初
計
画
を
令
和
５
年
度
に
前
倒

し
す
る
こ
と
で
本
年
度
内
の
工
事
が
完

了
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
早
期
の
設

置
に
向
け
た
当
局
の
ご
尽
力
を
高
く
評

価
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
東
中
学
校
区
内
の
小
学
校

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は

ひ
ば
り
が
丘
小
学
校
・
東
原
小
学
校
・

旭
小
学
校
に
つ
い
て
、
設
置
の
た
め
の

諸
条
件
を
い
ま
だ
整
備
検
討
し
て
い
る

段
階
で
す
。

附
帯
決
議
で
求
め
た
他
の
小
・
中
学

校
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

の
計
画
を
含
め
た
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
も
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

老
朽
化
が
進
む
学
校
施
設
を
適
切
に

維
持
管
理
し
、
本
市
の
児
童
生
徒
が
安

全
安
心
で
快
適
な
学
校
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
、
引
き
続
き
適
切
な
場
所
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
そ
し
て
学
区

外
へ
の
登
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
要
配

慮
児
童
・
生
徒
及
び
保
護
者
に
対
す
る

通
学
支
援
の
充
実
を
切
に
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

令和４年度決算（一般会計）の状況

令和５年第４回定例会日程表

定例会の内容は録画中継で確認できます

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
日
程
で
開
会
さ
れ
、
当
局
提
出
議

案
25
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
が
可
決
・成
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
６
日
、
７
日
、
８
日
に
は
本
会
議

に
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
『自
民
党
・い
さ
ま
』か
ら
６
名
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
定
期
的

に
提
供
す
る
通
所
事
業
や
障
が
い
を

持
つ
子
の
親
が
相
談
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
相
談
支
援
事
業
、
そ
の
他
、

障
が
い
児
を
預
か
る
施
設
へ
の
援
助

や
助
言
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
う
中
核
的
な
療
育
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

定
員
は
児
童
発
達
支
援
で
30
名
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
５
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

建
物
は
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
を
座
間
市
公
共

施
設
再
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
令
和

4
年
度
に
大
規
模
修
繕
工
事
を
実
施

し
同
施
設
に
用
途
変
更
し
た
た
め
、

新
築
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
機
能
設
備

が
整
っ
た
立
派
な
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
座
間
市
を
は
じ

め
、
私
た
ち
自
民
党
・
い
さ
ま
も
同

施
設
の
開
所
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま

し
た
。
委
託
事
業
者
に
は
民
間
で
培

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、
本
市
と
共
に
発
達
の
遅
れ
や
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
、
そ
の
家
族
に

寄
り
添
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
1
日
よ
り
座
間
市
立

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
サ
ニ
ー
キ

ッ
ズ
（
小
松
原
１
ー
45
ー
21
」
が
開
所

し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
達
の
遅
れ
や

障
が
い
の
あ
る
０
歳
か
ら
18
歳
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
成
長
過
程
に
応
じ
た
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
療
育
な
ど
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
で
、
自
立
す
る
の
に
必
要
な

技
能
や
知
識
の
習
得
、
日
常
生
活
に
必

要
な
基
本
動
作
や
集
団
生
活
に
順
応
し

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所



清水 剛
☎０９０－９８３７－５４８

６

竹田 陽介
☎０４６-２５２－２０３６

内藤 幸男
☎０４６－２１６－８０８３

熊切 和人
☎０９０－３１０８－８１７６

令和５年第３回定例会の一般質問

９
月
29

日
を
も
ち
ま
し
て
、
１
年
間
の
副
議
長
任
期
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
期
も
あ
と
１
年
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
市
民
目
線
、
市
民
の
皆
様

の
お
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
現
場
主
義
に
徹
し
、
市
民
の
皆
様

が
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
座
間
市
を
目
指
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の
皆
さ
ん
が
「
安
心
・
安
全
」
に
楽
し
い

生
活
を
お
く
る
事
が
、
こ
の
座
間
市
で
実
現
出
来
た
ら
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
事
で
し
ょ
う
。
本
市
の
現
状
を
把
握
し
変
化
を
恐
れ

ず
一
歩
一
歩
前
に
進
む
こ
と
を
心
が
け
、
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線
に

立
ち
是
々
非
々
の
姿
勢
で
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

５
期
目
の
任
期
も
わ
ず
か
と
な
り
、
10

ヶ
月
と
い
う
時
間
が
迫
っ

て
お
り
ま
す
。
今
期
は
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
と
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
副
委
員
長
の
役
職
に
就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市

政
に
対
す
る
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
く
の
ご
意
見
や
ご

要
望
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
市
政
に
対
す
る
責
任
を
全
う
す
る
姿

勢
を
忘
れ
ず
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

京免 康彦
☎０９０－８８５５－７３７１

吉田 義人
☎０４６－２５８－０９６５

■
企
画
総
務
常
任
委
員
会
委
員

■
基
地
政
策
特
別
委
員
会
委
員
長

■
都
市
計
画
審
議
会
委
員

■
都
市
環
境
常
任
委
員
会

  

副
委
員
長

■
基
地
政
策
特
別
委
員
会
委
員

■
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

委
員
長

■
自
民
党
・い
さ
ま
幹
事
長

■
民
生
教
育
常
任
委
員
会
委
員
長

■
議
会
運
営
委
員
会
委
員

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委
員
会
委
員
長

■
自
民
党
・い
さ
ま
団
長

■
都
市
環
境
常
任
委
員
会
委
員

■
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

■
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

  

副
委
員
長

■
企
画
総
務
常
任
委
員
会
委
員

■
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委
員
会 

委
員

■
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会
議
員

■
相
模
原
二
ツ
塚
線
水
窪
座
間
線

  

建
設
促
進
協
議
会
委
員

竹田 陽介
１ まちづくりについて
２ 水道行政について
３ こども・子育て政策について 

清水 剛
１ 選挙における障がい者への配慮について

吉田 義人
１ 保育行政について
２ 道路行政について

髙波 貴志
１ 市民に対する行政サービスの向上について
２ 救急体制の確保について
３ 消防団の今後の在り方について
４ 小中学校体育館への空調設備の設置について 内藤 幸男

１ 座間公園の管理について

今
期
最
後
の
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
会
派
の
仲
間
た
ち

と
し
っ
か
り
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
な
が
ら
、
市
民
皆
様
の
最
大
利

益
の
た
め
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
残
り
１
年
間
も
前
議
長

の
経
験
を
活
か
し
、
新
た
な
挑
戦
に
向
け
て
、
皆
様
と
『
共
に
語

り
、
共
に
歩
む
』
姿
勢
で
、
『
孫
子
の
代
ま
で
の
町
づ
く
り
』
に

粉
骨
砕
身
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
企
画
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

■
相
模
原
二
ツ
塚
線
水
窪
座
間
線

  

建
設
促
進
協
議
会
委
員

■
国
保
運
営
協
議
会
委
員

髙波 貴志
☎０９０－７２１３－９２９９

■
副
議
長

■
予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長

■
民
生
教
育
常
任
委
員
会
委
員

議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
議
長
と
し
て
二
年
目
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
一
年
は
、
議
会
改
革
な
か
ん
ず
く
分
か
り
や
す
い
開
か
れ
た

議
会
に
向
け
、
当
初
掲
げ
た
一
般
質
問
の
一
問
一
答
方
式
を
試
験

的
に
導
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
社
会
活
動
の
な
か
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
が
戻
り
、
多
様
な
ご
意
見
を
伺
え
る
環
境
を
歓
迎
し
、
そ

う
し
た
声
を
、
自
身
の
考
え
に
落
と
し
込
み
、
一
議
員
と
し
て
の

活
動
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
議
長
と
し
て
議
会
全
体
を
俯
瞰
す

る
立
場
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
公
平
・
公
正
な
議
会
運
営
に
引
き

続
き
微
力
を
尽
く
し
ま
す

。
荻原 健司
☎０９０－８９４２－８７５３

■
議
長

■
都
市
環
境
常
任
委
員
会
委
員

■
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
議
長

■
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

  

副
議
長

世
界
で
は
「
事
実
」
を
巡
っ
て
認
識
が
分
か
れ
、
対
立
が
深
ま
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
人
々
は
事
実
か
否
か

よ
り
も
「
信
じ
た
い
も
の
だ
け
を
信
じ
る
」
傾
向
が
よ
り
強
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
何
が
市
民
の
た
め
か

見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
た
め
に
本
市
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
是
々
非
々
の
姿
勢
で
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
度
、
「
自
民
党
・
い
さ
ま
」
の
会
派
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
か
ら

ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
会
派
の
幹
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
や
都
市
環
境
常
任
委
員

会
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
経
験
や
知
識
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
期
は
、
幹
事
長
と
い
う
大
役
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
他
の
会

派
と
の
協
議
や
交
渉
を
通
じ
て
、
議
会
運
営
や
政
策
提
言
の
調
整

を
含
む
多
く
の
責
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
会
派
メ
ン
バ
ー
と
力
を

合
わ
せ
て
責
任
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
皆
様
か
ら
の
力
強
い
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和4年10月27日から始まった、「座間市立市民文化会館の適正ではない使用に関する調査特別委員会」は、令和5年9月22日の最終報告を持って

閉じた。
本委員会は、一般質問において元座間市関係者による無断使用を疑うような事案が確認できたことで、令和4年9月21日に開催された議会運営委員

会協議会において、地方自治法第98条及び109条の規定に基づき、調査を行うことが必要であるとして、特別委員会の設置が合意され、同年9月28
日本会議において、本特別委員会の設置が全員賛成で議決された。
本特別委員会では、「事実関係を明らかにすること」「原因を究明すること」「再発防止策等について、調査・研究すること」の3点を基本方針

にし、調査を進めてきた。
全12回の特別委員会を開催し、参考人を招聘しながら事実確認を行った結果、以下2件の事実が明らかとなった。
一件目は、令和3年5月11日の座間市立市民文化会館小ホール附属楽屋の適正ではない使用である。本事案の概要は、前市長から、令和3年5月11

日午前に事務局長に電話があり、市幹部と話がしたいため場所を貸してほしいとの依頼があったため、事務局長が利用予定のない場所を確認し、
小ホール附属施設の楽屋が空いていたため、同日、昼過ぎに前市長ほか市職員2名が来館した際、利用申込みの手続きをせずに、1時間程度、小ホ
ール附属施設の楽屋を利用させたというものである。
二件目は、令和2年12月11日の座間市立市民文化会館小会議室の適正ではない使用である。本事案の概要は、令和2年12月10日に、前市長が個人

的な取材を受けるために会議室を使用した際、利用申込書を財団の職員が自分の名前と財団の住所を記入し、利用させたものである。

再発防止策としては、2件の適正ではない使用の原因が、財団の一部職員による前市長への便宜供与とそれに対する組織の内部統制機能が働かな
かったことを鑑みれば、財団における理事職を含むコンプライアンスの徹底が求められる。ハーモニーホール座間は、本市の公共施設であり、本

市市民の共有財産である。また、その利用は、本市市民はもちろんのこと、市民以外の方々にも開かれている。だからこそ、本市の条例・規則に
基づいた公平・公正な運営が求められており、再発防止に努めるべきである。今後は市長及び教育委員会は、ハーモニーホール座間の指定管理者
である財団を適正に評価するために、本市の条例・規則に基づいた運営がなされているか、管理監督していくべきである。と報告書にまとめた。
今回の特別委員会の報告書について、一部メディアでは非公開と誤った報道がされているが、本会議で委員長より調査内容について詳らかに報

告が示され、その内容については、ホームページで配信している。また会議録閲覧も今後可能となることから、通常の扱い通りで、議会としては
適切な対応を取っている。

主張

1年がかりの特別委員会が閉幕

京免 康彦
１ ボランティア保険(座間市ボラン ティア活動保証制度）につい
て

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
最
終
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
副
議
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
副

議
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
そ
の
責
務
の
重
さ
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
と
し
て
行
政
へ
の
監
視
機

能
を
果
た
し
、
副
議
長
の
職
務
を
遂
行
す
る
と
共
に
、
議
長
の

補
佐
役
と
し
て
公
正
・
公
平
な
議
会
運
営
に
努
め
、
市
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の

皆
様
の
声
を
反
映
し
た
市
政
の
充
実
と
発
展
、
住
民
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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